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R8ホテルの研究会の予測課題の添削対応は、以下の予定です。

8/10（月）：１回目予測課題

8/24（月）：２回目予測課題

9/7（月）：３回目予測課題

この３課題について、研究会の会員が書いた図面等について、メール添付

のうえ連絡を頂き、こちらで添削してメール返却します。

添削の一部は、名前を伏せて公開するので、その他の方の図面内容につ

いても学習することができます。
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添削内容のメリットは、以下の通りです。

（1） ２時間以上かけた詳細チェック内容

資格学校は、作図終了後、講師のチェックを受けるが、対応人数の制限か

ら数十分程度のチェック指導となる。研究会は、2時間以上かけて詳細に

チェックする（チェックの多さが実力向上となる）。

（2） 現在のランクⅠ～Ⅳが判明

自分の作成した図面と記述は、どこが減点となり、そのランク評価となった

かが分かる。これにより、どこを改善すればランクⅠへ入るか等の判断が

できるようになる。

（3） 法違反の該当内容を把握

近年、合格への必須事項である図面の法違反内容が把握できる。

以上が研究会の添削のメリットであるが、令和8年ホテル合格するには、自

分の作図内容が、法違反になっているのか、どこが法違反なのか、減点内

容はどこかなど、詳細に把握できなければ、結局、本試験でも法違反とな

り不合格になるので、添削は非常に重要です。
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研究会の添削例として、令和7年庁舎の内容を紹介します。

この表は、採点一覧表です。

この表では、①ランク判別、②図面等の重要なコメント、③法違反の内容、
④図面の添削内容、⑤計画の要点等の添削内容です。

この一覧表により、自分の書いた図面と計画の要点等が、確実にどこが法
違反か、どこが間違って減点となったかなどが分かります。
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この図は、R7庁舎の研究会の会員の図面に対する添削内容です。

法違反の内容や図面内の細かい減点内容がチェックされています。

再度お伝えしますが、自分の書いた図面のどこが法違反となっているかを
把握するには、この添削のみです。

ここをしっかり学習しないと何年試験をしても合格できません、資格学校で
は、この添削の時間が少なく、十分な法違反チェックができていませんの
で、ぜひ研究会の添削を受けて見て下さい。
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これは、計画の要点等に対する添削例です。

ここでチェックした内容は、採点一覧表において減点内容となっています。
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添削は、研究会の会員の方を対象に対応しています。

添削の申込と対応は、下記手順となります。

① 会員の入会時のメールでよいので、それを返信メールにて「添削希望」と申込メールを
ください。

研究会から案内メールをします。

その案内メールに従い、添削費４千円/回をお振込み下さい。

添削は予測課題３案それぞれに対応しますので、３案の添削を希望する場合は、１万
２千円となります。

② ＨＰの予測課題について、ＨＰの解答用紙等を活用して作図と記述をして、それを添付
メールください。

通学している資格学校の方眼紙でも良いです。

③ 図面等の受領後、赤入れチェックとランク評価表を作成して、最長５日以内に返却しま
す。

再度繰り返しますが、資格学校の添削は、１名の指導員に対して10名程度の受講生の図
面を見ることから、時間をかけた添削ができません。

しかし、自分の法的ミス等は、添削でしか分かりません、つまり、添削をしっかり受けない
と、法違反をするなどから何年受験しても合格できないとなります。

以上でR8合格するぞ「R8ホテルの添削案内」の解説を終了します。


